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［総合評価］※上記４つの視点を踏まえ、事業全体を評価。区民生活への影響を十分考慮すること。 今後の方向性

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

情報冊子や広報紙については、多くの区民に手にとってもらい、主体的な健康づくりにつながる
きっかけとなっている。引き続き、区民が自らの健康に興味・関心をもち、介護予防活動に取り組ん
でいけるよう事業展開をしていく。

維持

手段の適切性 3 区民が気軽に手に取れるよう関係機関での配布と、新聞折り込みによる配布を行っており、多くの区民に配布
できているが、新聞契約数が減少しているため配布方法について検討していくことが必要である。

目的達成度 4 介護予防情報冊子や広報紙、ケーブルテレビなど様々な方法で周知している。

評
価
の
視
点

評価 評価の理由

必要性 3 将来の後期高齢者の増加を見込み、要介護状態になる前に、区民が主体的に健康づくりに取り組むことが求
められる。そのため、介護予防に関する知識普及や意識啓発が必要である。

効率性 4 事業実施にあたり、他事業や関係機関と連携を図りながら、地域に広く周知している。

　一般財源（区負担額） 1,813 4,390 10,751

課題及び
今後の進め方

介護予防啓発紙については、現在新聞折り込みを行っているが、より多くの区民の手元に届くよう、効果的な配布方法
について検討していく。

財源項目

(単位：千円)

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など） 0 0 0

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など） 213 1,400 1,194

0 39 39

　総経費 2,026 5,790 11,945

事務事業コスト

(単位：千円)

　人にかかるコスト（人件費など） 1,783 4,190 10,580

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費） 243 1,561 1,326

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

成果指標

活動指標

H30年度

242 1,600

目標値 実績 実績 実績 目標値 達成率

4,800 4,800 100.0%6,000 2,500 4,800

1,364

介護予防啓発

事
務
事
業
の
実
績

種　別 指標の名称 単位
R２年度 H28年度 H29年度 H30年度

啓発広報紙発行 回 2 0 2 2

情報冊子の発行 部

2 100.0%

　
　　決算額　(単位：千円)

H28年度 H29年度

事
務
事
業
の
概
要

行政計画 事業NO. 100 計画事業名

[事業開始] 平成 年度

事業内容
[H30年度]

１．区内介護予防事業等に関する取り組みを紹介した情報冊子の作成
２．介護予防の知識・情報をまとめた啓発広報紙の作成
３．介護の日ＰＲイベントにて、介護予防の専門家を講師とした講演会の開催と健康カラオケの実施

委託の有無 一部委託
委託内容 　 介護の日ＰＲイベント「健康カラオケ教室」

補助金の有無 国・都

 [基本目標]

令和元年度　事務事業評価シート

事務事業名 介護予防啓発
所
管

福祉部

介護予防・地域支援課

事業対象

事業目的
介護予防に関する知識普及や意識啓発により、地域において高齢者が自主的に介護予防活動に取り組むことができること
を目的とする。

 [施　　策] 22　高齢者の生きがいづくりと介護予防の推進 [終了予定] 　 年度

根拠法令等 法令（義務） 〔法令等名〕 介護保険法

長期総合
計画体系

いつまでも健やかに自分らしく暮らせるまちの実現

事業の開始・終了年度

最終的な対象

直接の対象 一般区民

高齢者


